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（２）分析機器の導入・実験の整備・開始 １．研究計画の概要 
 特に、文化財の物性/形状情報を取得するた
めに、電子顕微鏡の導入を実施した。また、
本学施設である元素成分分析装置との連携
により、文化財試料の物性情報の取得、これ
に関する実験体制の構築を行った。現在、同
志社大学文化情報学部に解析系実験室を設
置し、支援員が日々、集積された文化財の物
性調査を実施している。本年度は日本とトル
コの土器および建造物に利用された粘土の
胎土分析を実施した。また、このデータの定
量化・標準化に向け、アナトリア国立博物館
などとの共同研究も実施した。 

 これまで統計科学では，医学・疫学・工学・
経済学・社会学など多様な分野のデータを解
析対象としてきた．だが人文科学分野，特に
歴史や文化を対象としたデータ解析につい
ては，先の各分野のように体系・総合的に実
践され，その分野で一般的な方法論となって
いるような現状ではない．これは，歴史や文
化の研究対象である資（史・試）料のデータ
化に関する方法論の未成熟と，これを用いた
領域横断的なデータ解析手法の不在が一因
と考えられる．本研究の目的は，これまで個
別・分散的に研究されてきた， 

（３）各ブランチの成果と方向性を報告 ①歴史や文化のあらゆる資（史・試）料を
「文化財」として体系化し，  [人文科学とコンピュータシンポジウム、日

本統計学会 [統計教育]国際シンポジウム（中
国・台湾・韓国より講演者を招聘）、日本情
報考古学会大会記念シンポジウムの３団体
と協賛でシンポジウムを実施した。研究分担
者を中心にセッションを設置し、DSCP プロ
ジェクトに関する調査/研究成果の公開を行
った。また、計算機統計学会大会においては、
文化情報学セッションを設け、同様の成果公
開を行った。また、中国方言分布に関して、
中国で開催された国際学会にも参加し、情報
科学手法による方言分析で、その生態的特性
に関する現象評価手法を明らかにした。 

②それらを統計科学の解析対象として位
置づけると共に， 

③全体を統合的に解析する統計学を基礎
とした方法論を開発することである．また， 

④統計科学の中に文化財データ解析とい
う分野を確立することも目指す 
 
２．研究の進捗状況 
（1）DSCP プロジェクト体系化と情報集積 
 Data Science of Cultural Properties プロ
ジェクトとして体系化するため、計６回の研
究会を実施した。文化財を大きく有形と無形
とに峻別し、それぞれについて基礎情報の集
積とデジタル化を進めることを確認・実施し
た。現在、世界の先史・古代遺跡の情報、近
現代のサブカルチャーに関する情報、中世期
の文学に関する情報、現代の“阿波踊り”に
関する動作情報、中国の現代方言分布と言語
現象などの集積が終了し、時空間情報を付加
され、アーカイブされている状態にある。 

（４）DSCP プロジェクトでの STIS の完成 
 根幹システムである STIS の実装が完了し
た。WebGIS 技術を基盤技術として、世界各
地の文化遺産情報のアーカイブと共有資源
化を可能とするために、利用のインターフェ
イスだけでなく、時間・空間情報の標準化を
実施し、様々な地域の情報を格納できるシス
テムとして実装を実施した。 



（５）有形文化遺産調査における国際標準化 
 研究協力者の津村らが進めてきたオマー
ン国における文化遺産調査に関し、外務省広
報文化交流部国際文化協力室とオマーン国
文化遺産省との共同声明のフォローアップ
委託による調査・研究を実施した。有形文化
遺産調査と情報化に関する国際協力を進め
た。また、研究協力者の沈と山西大学言語研
究所との共同研究を開始した。 
（６）文化遺産情報の多次元 VR 化 
 研究協力者の岡田らが中心となって進め
ている中国・敦煌莫高窟における壁画文化遺
産のアーカイブに関し、新たに３DGIS を基
盤としたシステムの開発と実装を実施した。
世界的にも新しいシステムであり、壁画劣化
の時系列解析や空間相関などに関する分析
も進め、日射条件と壁画劣化（退色や剥落）
との関係について明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進行している 
 統計科学やデータサイエンスの手法によ
って文化現象を明らかにすると言う島嶼の
目的は、STIS や様々な調査手法、実施のデー
タのアーカイブなどによって、ほぼ達成され
つつある。特に、文化現象を動態として解釈
する方法論から、シミュレーションや時空間
連関に関する定量的解析・分析手法によって
再現性を伴った歴史像、文化像を描き出す方
法論への伸張は、方法論として確立できた。 

特に、2007 年末、NHK の『サイエンスゼロ』
という科学番組において、文化現象を計量的
に扱う情報考古学が特集番組として編成さ
れ、その中で、共同研究者である津村によっ
て、文化現象の情報科学でのとらえ方やその
意義などが解説された点は、こうした研究が、
今後の人文社会科学と数理統計科学との有
意義な融合を達成する可能性を示唆してい
る。また、共同研究者の阪田は、『よゐこ部』
という普及番組において、同様に無形文化遺
産情報の分析について紹介した。本研究課題
については、こうしたメディアでの活動にお
いても、その有用性を主張してきている。 
 また、統計教育に関する国際学会や、人文
科学とコンピュータに関する学会、さらには
言語現象を扱う国際会議などにおいて、当研
究の根幹である GIS や STIS による現象分析
や解析に関する研究成果の報告ができ、多く
の分野の研究者から反響を得ている。特に、
中国における方言の言語現象を解析した事
例では、山西大学言語研究センターと協力し
て、調査・研究を実施し、中国方言の新しい
知見を発見、この手法が今後中国の中国人研
究者による方言研究の指針となったことは、
一般だけでなく研究者・国際社会に対しても、
本研究課題の成果が重要であることを意味
している。 

４．今後の研究の推進方策 
 本課題は、今後 3 年間の成果のとりまとめ
を実施していく。まず、各国の文化遺産調
査・研究に様々協力いただいている方々に対
し、システムとされた STIS の適用について
実践的に進めてもらう教育・指導を開始する。
すでに、エジプト・トルコ・中国・オマーン
の各国では STIS の導入が進められており、
カンボジア・タイ・タジキスタン・カザフス
タン・ウズベキスタン・インドなどの各国で
も協力体制が構築されつつある。これら各国
の文化遺産情報担当者を招聘し、国際会議の
機会を持って、国際的な文化遺産の情報化に
関する共同声明を達成したいと考える。 
 STIS は、Web を利用したアーカイブシス
テムであり、一般社会での汎用も目指す。
Web を一般公開し、ローカルナリッジである
文化遺産情報の収集を活動を開始する。その
際、NPO 法人などと協力し、小学生や中学
生などの社会見学、生涯教育の一環としての
歴史散策などでの応用についての教育・普及
を進めていく。 
 本課題の報告書作成について、21 年度に国
際会議を開催し、その成果をまとめる予定で
ある。特にこの会議では、文化に関する情報
の種別やその属性に関する標準化の問題、デ
ータベースの設計に関する問題、対象となる
文化現象を明らかにするための分析・解析手
法の問題についてセッションを設定し、個別
具体的な成果が達成されるよう実施する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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